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日本産アリ類生態情報 19. 現存量． 

 
 

  調査地域	 生息環境	 	 	 現存量	 (g/㎡)	 出典	 

 

林床性アリ群集	 

 山梨県 朝霧高原 冷温帯草原   11.332  佐伯他(1969) 

 長野県 霧ヶ峰高原 冷温帯草原    2.231, 0.771, 1.911 斉藤他(1979) 

 神奈川県 真鶴岬 暖帯照葉樹林   2.930  近藤他(1968a,b) 

 千葉県 清澄山 温帯常緑樹林（モミ，ツガ林）   0.193  山岡(1976) 

 茨城県 那珂町 暖帯陽樹林（アカマツ林）  0.025  寺山・松本(1987) 

 茨城県 那珂町 暖帯陽樹林（アカマツ林）  0.010  寺山・松本(1987) 

 熊本県 水俣 暖帯照葉樹林（山腹）    0.225  林田他(1970) 

 熊本県 水俣 暖帯照葉樹林（尾根）    1.314  林田他(1970) 

樹上性アリ群集	 

 神奈川県 真鶴岬 暖帯照葉樹林   0.05-0.06  Kondoh(1978) 

 千葉県 清澄山  暖帯照葉樹林（二次林）    0.02-1.66  山岡(1978) 

 熊本県 水俣 暖帯照葉樹林   0.052  Kondoh(1978) 

 沖縄県 西表島 亜熱帯マングローブ林     0.092  寺山(1989) 
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